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田

アーサー・ビナードさんと憲法を考えよう　　１１月２３日（祝）九条の会講演会

～一流の憲法と三流の政治の不思議な国ニッポン！～
　
野
田
・
九
条
の
会
で
は
毎
年
Ｉ
１
月
に
講
演

会
や
映
画
会
を
開
い
て
き
ま
し
た
。

今
年
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
２
２
年
前
に
来
日
し
、

日
本
語
で
詩
を
書
き
、
出
版
し
、
最
近
は
講
演

や
ラ
ジ
オ
の
出
演
で
原
発
や
憲
法
に
つ
い
て

発
言
を
し
て
い
る
ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド
さ
ん

に
講
演
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
最
近
の
憲
法
を

変
え
よ
う
と
い
う
勤
き
に
私
た
ち
は
ど
う
対

抗
し
て
言
っ
た
ら
い
い
の
か
、
外
国
人
か
ら
見

た
目
本
国
憲
法
の
す
ば
ら
し
さ
を
聞
い
て
み

よ
う
と
企
画
し
ま
し
た
。
ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー

ド
さ
ん
は
、
九
条
の
会
事
務
局
長
の
小
森
陽
一

さ
ん
と
の
対
談
の
本
の
中
で
、
『
権
力
者
が
使

っ
て
い
る
言
葉
や
報
道
で
使
わ
れ
て
い
る
言

葉
と
、
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
ど
う
や
っ
て
認

識
し
て
、
言
葉
を
市
民
の
力
で
現
実
の
方
に
ぐ

い
っ
と
引
き
寄
せ
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
こ
れ
］

か
ら
の
だ
た
か
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
」
と
述

べ
て
い
ま
す
。
誠
実
に
日
本
語
で
話
す
ア
ー
サ

ー
さ
ん
の
講
演
を
お
楽
し
み
に
！

日
時
　
１
１
月
２
３
日
（
金
・
祝
）

午
後
１
時
半
～
３
時
半

場
所
　
野
田
市
南
部
梅
郷
公
民
館
　
講
堂

開
催
協
力
券
　
７
０
０
円

　
（
呼
び
か
け
人
・
事
務
局
が
持
っ
て
い
ま
す
）

＊
チ
ラ
シ
作
成
中
で
す
。
チ
ラ
シ
の
２
面
に
野

田
・
九
条
の
会
の
今
年
の
ア
ピ
ー
ル
を
印
刷
。

４
万
枚
を
新
聞
に
Ｉ
１
月
半
ば
に
折
り
込
み
ま

す
。
こ
れ
ら
の
費
用
は
年
１
回
皆
さ
ん
に
お
願

い
し
て
い
る
賛
開
会
で
ま
か
な
い
ま
す
。
開
催

協
力
券
は
講
師
代
に
当
て
ら
れ
ま
す
。
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。

け
や
き
九
条
の
会
へ
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か

　
今
朝
の
テ
レ
ビ
が
、
陸
上
自
衛
隊
と
米
海

兵
隊
が
グ
ア
ム
島
で
、
敵
に
占
拠
さ
れ
た
島

の
奪
還
を
想
定
し
た
共
同
の
上
陸
作
戦
訓

練
、
銃
を
構
え
て
匍
匍
前
進
す
る
自
衛
隊
員

の
映
像
を
な
が
し
て
い
ま
し
た
。

中
国
や
韓
国
と
の
領
土
問
題
を
追
い
風
に
、

自
民
党
は
じ
め
政
党
、
議
員
が
憲
法
改
正
や
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ｽﾞJljl7?公演中のｱｰｻｰﾋﾞﾅｰﾄﾞさん

今月の予定

10月９日(火)4時　　チラシ配布　梅郷駅

10月13日(土)2時　定例会北コミュニュティーセンター和室

10月14日(日)２時　南９条DVD上映会

　
映
像
の
手
法
の
よ
う
に
国
家
、
国
益
が
ク
ロ
　
そ
こ
か
ら
９
条
を
守
り
、
実
現
し
て
い
く
道
筋
が

Ｉ
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
何
よ
り
も
尊
重
さ
れ
、
守
　
つ
か
め
る
の
で
は
な
い
か
と
。

ら
れ
る
べ
き
個
人
が
フ
ェ
ー
ド
ア
ウ
ト
さ
れ
て
　
第
１
回
「
日
本
の
軍
隊
－
兵
士
た
ち
の
近
代

い
く
よ
う
な
気
味
の
悪
さ
を
感
じ
ま
す
。

　　　　　　　　　　　｢“私"を生きる｜　野田南部梅郷公民館　[
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け
や
き
９
条
の
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
日
本
　
１
０
月
１
７
目
（
水
）
１
時
　
田
中
さ
ん
方
（
清

自
民
党
は
じ
め
政
党
、
議
員
が
憲
法
改
正
や
　
清
、
日
露
戦
争
を
経
て
１
５
年
戦
争
に
突
き
進
　
い
っ
も
お
団
子
の
差
し
入
れ
で
お
茶
を
飲
み

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
声
高
に
主
張
し
て
　
ん
で
し
ま
っ
た
歩
み
と
、
重
な
っ
て
い
は
し
な
な
が
ら
、
憂
さ
晴
ら
し
も
兼
ね
た
楽
し
い
会
で

の
今
が
１
８
７
３
年
の
徴
兵
令
制
定
か
ら
日

清
、
日
露
戦
争
を
経
て
１
５
年
戦
争
に
突
き
進

史
」
吉
田
　
裕
著
　
岩
波
新
書
の
レ
ポ
ー
ト

　
ー
Ｏ
月
１
７
目
（
水
）
１
時
　
田
中
さ
ん
方
｛

水
５
１
１
｝
（
い
つ
も
は
奉
の
ホ
ー
ル
で
す
。
）
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い
ま
す
。
メ
デ
ィ
ア
は
橋
下
徹
大
阪
市
長
の
、
　
い
の
か
、
い
る
と
し
た
ら
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
す
。
ど
な
た
も
大
歓
迎
で
す
。
ぜ
ひ
コ
伎
の
ぞ
い

人
権
を
無
視
し
た
強
引
な
施
策
の
数
々
を
封

・
重
な
っ
て
い
る
の
か
、
歴
史
を
遡
っ
て
勉
強
す
て
み
て
く
だ
さ
い
。

印
し
た
ま
ま
、
「
日
本
維
新
の
会
。
」
を
第
三
極
　
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
連
絡
先
　
富
村
（
�
　
７
１
２
５
・
４
１
５
３
）

と
も
て
は
や
し
て
い
ま
す
。
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オスプレイ　普天間配偏強行

　　　　　　　｢もうやめて！！限界です｣

　　　わたしたちは､この沖縄の声に､怒りと悲しみに

　　　　　　　　　　　真正面向き合ってきたか､向き合っているか。

○　届かぬ民意

　　　　　怒りと悲しみに震える沖縄

　米海兵隊の垂直離着陸輸送機ＭＶ２２オスプレイ９

機が１日から２日にかけて岩国基地から相次ぎ離陸、普

天間飛行場に着陸しました。

　飛行場周辺では１日早朝からたくさんの人が集まり

オスプレイ配備に反対する抗議行動を展開。野嵩ゲート

での抗議集会では翁長雄志那覇市長が「怒りと悲しみが

交錯しながらここに立っている。知事、県議会、４１市

町村長、４１市町村議会の決意と、（９日の県民大会に

集まった）１０万人を超える人々の思いがある。これで

も配備することが他の都道府県でもあり得るのか」と積

りにつもった怒りを訴えました。

○　憲法に守られなかった沖繩

　　　　　　　そして今も続く日本の構造的差別･･･

　太平洋戦争末期、沖縄は本土の捨て石にされて、県民

の四人に一人が命を奪われました。その上戦後は、平和

憲法のもと復興繁栄に向かう日本から切り離されて、ア

メリカの占領下におかれ､戦争をするための｢基地の島｣

として本土とは異なる過酷な道を歩むことになってし

まいました。

　率土では砂川はじめ各地で反米、反基地闘争が激化

し、60年の安保改定までに米軍基地は４分の１に減少

しました。

　一方沖縄では軍事優先・反共政策により、軍用地の強

制接収や政治的弾圧を受け、1952年安保条約～60年安

保改定の間に米軍基地は２倍に膨れ上がり、日本全土の

面積の0.6％にすぎない沖縄の基地密度は本土の100倍

にもなりました。

　６０年の新安保条約により日本は、平和憲法の外に置

いた沖縄の基地化を進め、軍事面でアメリカに依存する

ことによって経済発展の遵を進みます。

　こうして日本全体の米軍基地の７４％が沖縄に集中

し、沖縄は安保体制を外から支える理不尽な役割を担わ

せられることになりました。

　７１年には、日米両政府が沖縄返還協定を調印します

が返還直前、本土の海兵隊のほとんどを駆け込み的に沖

縄に移駐させてしまい現在に至っています。２７年も経

た1972年、沖縄の施政権は日本に返還されました。

　沖縄の人々の願いは、平和憲法下の日本へ復帰するこ

とで、基地被害の苦しみから開放され平穏な暮らしを取

り戻すことでした。日本政府によれば､沖縄の基地は「速

やかな将来に整理・縮小」されるはずでした。しかし日

米両政府は、基地の自由使用や米軍施設の維持経費負担

の密約を結んでおり、「核抜き・本土並み」の返還は虚

働だったのです。「基地の島」には何の変化もなく、沖

縄は現在に至るまで日本本土とは異なる不平等な扱い

に苦しんでいます。

　この差別構造上に、オスプレイが強行配備され、沖縄

から、「もう限界です」」の悲痛な叫びが発せられてい

ます。この叫びは決して日米両政府にのみ向けられてい

るのでないことは沖縄の、新聞はしめ様々な人々の声に

明らかです。

　出撃拠点と兵飴拠点の役割も果たす沖縄の基地

　[…]ヤマ1ヽｳでは､福島第一原発の事故によｰ⊃て白分た

ちの生活が脅かされるに至り反原発運動が盛り上が、て

いる。しかし､米軍基地問題に関しては､大方は相も変わ

らず他人事のようだ。

　MV22オスプレイの配備に対して、事故の多さから安

全面での不安と爆音問題が取り沙汰される｡それは当然

なことではあるが、同時にもりと取り上げられるべきなの

は､航続距離や輸送能力の向上によって在抑米軍基地

の侵略･攻撃能力が上がることだ。日本の防衛のために沖

縄の米軍某地があるかのように言われるが、朝鮮､ベトナ

ム､イラク､アフガェスタンで米軍が何をしてきたかを見れ

ば、沖縄の基地は侵略のための出撃拠点と兵端拠点の

役割を果たし､さらに殺戮の技能を上げる訓練の場として

あ･･たのだ。

　殺される側からすれば､神縄は｢悪魔の島｣だ・たので

あり、MV22オスプレイの配備は､悪魔の翼がより強力に

なるということだ｡米軍基地から派生する事件や事故の被

害を拒否するだけでなく、基地を容認することで加害の立

場に立つことも拒否する｡そういう運動を大きく作り出すこ

とは、沖縄県民だけに課せられた課題ではないはずだ。

｢沖縄問題｣という問題はない｡あるのは日本(ヤマトウ)問

題である。

　　　　　目取真俊｢海鳴りの島から｣抄出2011･6･30
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